
岩手県普代村議会

No.144
平成30年７月26日発行

羅賀橋復旧工事など 24 事業繰り越し、定例会概要、質疑－６月定例会　2㌻～
防災士の育成、自治体行政の 2040 年問題など一般質問に２人　6㌻～
陳情 2件を採択、議場以外の議会活動　８㌻～　議会の動き　11㌻

普代の初夏の
風物詩「ウニ漁」
写真愛好家カマタニヒサトさん提供



道
路
の
工
事
な
ど

24
事
業
繰
り
越
し

　

村
か
ら
の
報
告
で
は
、
左
の

表
の
よ
う
に
28
年
度
の
６
事
業

３
億
９
８
３
１
万
円
と
29
年
度

の
18
事
業
４
億
１
９
６
８
万
円

を
30
年
度
に
繰
り
越
す
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、６
月
末

で
村
道
黒
崎
港
線
道
路
改
良
工

事
、
南
浜
住
宅
の
建
替
事
業
、
社

会
体
育
館
ト
イ
レ
改
修
工
事
、

普
代
茂
市
線
道
路
災
害
復
旧
工

事
な
ど
は
完
了
済
み
で
す
。

６　月
定例会

8 月末完成予定の羅賀橋災害復旧工事（7 月 14 日現在）

村
議
会
第
３
回
定
例
会
（
６
月
定
例
会
）
が
６
月
19
日
開
会
さ
れ
、
11
議
案

が
全
員
賛
成
で
承
認
・
可
決
さ
れ
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。
同
定
例
会
で
は
、

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
と
２
つ
の
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
平
成
29
年
度

一
般
会
計
な
ど
の
専
決
処
分
が
村
か
ら
提
案
さ
れ
た
ほ
か
、
羅
賀
橋
の
復
旧

工
事
な
ど
24
事
業
８
億
１
７
９
９
万
８
千
円
の
繰
り
越
し
工
事
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

補
正
予
算

羅
賀
橋
復
旧
工
事
な
ど

24
事
業
８
億
円
を
繰
り
越
し

　

主
な
歳
出
は
、
人
事
異
動
に

よ
る
給
料
な
ど
人
件
費
の
増
減

の
ほ
か
、
災
害
後
方
支
援
拠
点

広
場
基
本
設
計
委
託
料
２
５
０

万
円
、
活
力
あ
る
中
山
間
地
域

基
盤
整
備
事
業
５
７
１
万
5
千

円
、
太
田
名
部
地
区
漁
業
振
興

用
用
地
購
入
費
９
３
７
万
４
千

円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
ま
し

た
。外

国
人
観
光
客

誘
致
策
を
増
額

　

地
方
創
生
関
連
で
は
、
岩
手

県
の
補
助
金
を
活
用
し
た
田
野

畑
村
と
の
共
同
事
業
「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
教
育
旅
行
受
入
体
制
構

築
事
業
」
と
し
て
３
３
６
万
６

千
円
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

同
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
は
、

田
野
畑
村
と
の
共
同
実
施
で
、

外
国
人
観
光
客
に
対
応
し
た
観

光
地
の
確
立
と
、
民
泊
を
進
め

る
た
め
に
、
先
進
地
視
察
を

行
っ
た
り
、
観
光
客
に
説
明
す

る
た
め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
す
る
た
め
の
購
入
費
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
で

約
８
千
万
円
増
額

▽
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
２
号
）

　

平
成
30
年
度
の
補
正
予
算
で

は
、
歳
入
歳
出
に
８
４
６
１
万

５
千
円
を
増
額
し
、
総
額
で
29

億
７
８
３
４
万
円
と
し
ま
し

た
。

設
計
委
託
料
２
５
０
万
円
増
の

中
身
に
つ
い
て
伺
う
。

太
田
建
設
水
産
課
長

答　

沢
山
橋
の
国
道
側
の
た
も

と
の
上
普
代
５
号
線
の
所
に
大

規
模
災
害
時
な
ど
で
、
資
材
置

場
と
応
援
団
体
の
受
け
入
れ
場

所
を
31
年
度
ま
で
に
作
る
。

　

普
段
は
、
公
園
的
な
広
場
と

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

事
業
の
内
容
説
明
を

観
光
施
策

中
上
議
員

問　

今
年
度
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
事
業
計
画
と
民
泊
の
進
捗
状

災
害
拠
点
の
設
計

中
身
の
説
明
を
！

災
害
対
応

金
子
議
員

問　

災
害
後
方
支
援
拠
点
基
本

況
を
伺
う
。

道
下
政
策
推
進
室
長

答　

事
業
計
画
は
、
昨
年
と
同

様
に
県
外
の
先
進
地
視
察
で
、

長
崎
県
の
五
島
市
で
行
わ
れ
る

全
国
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

し
研
修
す
る
。

　

ま
た
、
現
地
研
修
を
外
部
の

専
門
家
を
招
き
２
回
開
催
す

る
。
そ
れ
と
、
在
日
の
留
学
生

に
よ
る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
２

回
行
い
、
体
験
し
た
感
想
を
活

用
し
て
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
る
。
さ
ら
に
ガ
イ

ド
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
10
台
整
備

す
る
。

　

民
泊
は
、
現
在
の
受
け
入
れ

家
庭
５
件
を
10
～
15
件
ぐ
ら
い

ま
で
増
す
よ
う
取
り
組
む
。

漂
着
物
の
処
理

ど
れ
く
ら
い
か漁港

整
備

金
子
議
員

問　

水
産
業
費
の
漂
着
物
等
処

理
80
万
円
の
中
身
を
伺
う
。

太
田
建
設
水
産
課
長

答　

震
災
と
一
昨
年
の
台
風
10

号
の
関
係
か
ら
、
少
し
し
け
に

な
る
と
流
木
が
上
が
っ
て
く

る
。
処
理
は
堀
内
、
沢
、
白
井

漁
港
の
漂
着
物
処
理
と
ま
つ
い

そ
公
園
の
排
水
路
の
土
石
を
取

り
除
く
。

報
告
案
件

質

疑

■６月定例会−補正予算の可決事項・質疑

◆H30 年度へ繰り越した事業◆

8 月着工予定の普代橋補修補強工事

◆H29年度の一般会計分� （単位：万円）

事　　業　　名 金　額 翌年度
繰越額

水産物供給基盤機能保全事業 1944 1944

白井漁港漁村再生交付金事業 1億8087 1億4026

道路施設補修・補強工事 2800 1763

橋梁補修・補強工事（普代橋） 1億652 1億652

村道堀内中央線道路改良工事 3584 2384

村道黒崎港線道路改良工事 2000 1270

村道補修工事 2700 880

村道堀内中央線道路用地購入費 300 225

河川土砂撤去役務料 500 316

南浜住宅建替事業（監理） 1800 435

南浜住宅建替事業（外構工事） 9258 1456

南浜住宅建替用地造成工事（外構分） 485 377

社会体育館トイレ改修工事設計監理委託料 81 75

社会体育館トイレ改修工事 624 583

29災67号村道南白井港線道路災害復旧工事 1100 1100

合 計 5億5915 3億7486

◆H28年度の一般会計分� （単位：万円）

事　　業　　名 金　額 翌年度
繰越額

村道普代駅前1号線道路改良工事 2億9920 2億6838

村道普代駅前1号線立木等補償費（建物・電柱） 250 100

28災420号村道普代茂市線道路災害復旧工事 1220 732

28災421号村道普代茂市線道路災害復旧工事 1296 778

28災422号村道普代茂市線道路災害復旧工事 529 317

28災732号村道普代平井賀線
（羅賀橋）橋梁災害復旧工事 1億7511 1億1066

合 計 5億726 3億9831

◆H29年度の簡易水道特別会計分� （単位：万円）

事　　業　　名 金　額 翌年度
繰越額

普代簡水配水管布設替工事 1720 1720

上普代5号線外配水管布設工事 325 325

普代簡水（水管橋）水道施設災害復旧工事 3850 2437

合 計 5895 4482

※合計額を合わせるため一部千円未満を切り上げしています
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「一般質問」

　６月定例会の一般質問には、正路正敏

議員、中上一登議員が登壇し、村の取り

組み、考え方などを問いました。村議会

では「一問一答方式」で行っていますので、

１人 60 分の制限時間内で質問を繰り返し

ます。

2 名が登壇��
村の課題を熱く議論�

次の㌻は

　　　【１番目】

正
しょう

路
じ

  正
まさ

敏
とし

 議員　６p

①防災士の育成、村との協力体制は

　　　【２番目】

中
なかがみ

上  一
かず

登
と

 議員　７p

①自治体行政の 2040 年問題、どう考える

質問者と内容

ど
に
よ
り
遅
れ
る
状
況
も
あ

る
。
７
月
中
旬
に
は
橋
が
架
か

る
の
で
、
ま
つ
り
期
間
中
は
工

事
を
中
止
し
て
も
歩
け
る
よ
う

に
は
し
た
い
。

自
動
車
重
量
譲
与
税

ど
の
よ
う
な
性
質
か

税
関
係

大
上
議
員

問
　
地
方
譲
与
税
で
自
動
車
税

の
関
係
が
５
４
２
万
円
載
っ
て

い
る
し
、２
４
9
万
６
千
円
（
自

動
車
取
得
税
）
交
付
金
が
載
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う

な
性
質
な
の
か
。

川
向
総
務
課
長

答
　
自
動
車
重
量
譲
与
税
は
、

国
税
で
車
検
を
受
け
る
自
動
車

及
び
使
用
料
の
届
出
を
す
る
軽

自
動
車
税
な
ど
の
内
容
で
、
収

入
額
の
３
分
の
１
に
想
定
す
る

額
を
村
道
に
関
す
る
費
用
に
充

て
る
た
め
、
県
よ
り
一
定
の
割

合
で
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
譲

与
金
と
な
る
。

　

自
動
車
取
得
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
自
動
車
取
得
税
に
つ
い

て
10
分
の
７
を
市
町
村
の
道
路

に
関
す
る
費
用
に
充
て
る
た

め
、
道
路
の
延
長
や
面
積
に
応

じ
て
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
部

分
の
交
付
金
と
な
る
も
の
で
あ

る
。障

害
者
等
自
立
支
援

給
付
費
減
の
内
容
は

福
祉
施
策

野
場
議
員

問
　
障
害
者
等
自
立
支
援
給
付

費
減
８
４
２
万
１
千
円
に
つ
い

て
、
当
初
の
額
は
。
ま
た
、
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

坂
下
住
民
福
祉
課
長

答
　
当
初
12
月
の
補
正
に
よ
り

１
２
０
０
万
円
増
額
し
て
８
４

０
０
万
円
の
予
算
で
あ
る
。
月

７
０
０
万
円
く
ら
い
で
推
移
す

る
予
定
で
計
算
し
た
が
、
実
際

の
実
績
が
６
３
０
万
円
く
ら
い

で
、
結
果
的
に
８
０
０
万
円
ほ

ど
の
実
績
残
が
出
た
も
の
で
あ

る
。

専
決
処
分

羅
賀
橋
の
完
成

ま
つ
り
ま
で
に

生
活
基
盤
の
整
備

嵯
峨
議
員

問
　
羅
賀
橋
の
完
成
予
定
が
９

月
中
旬
ご
ろ
と
聞
い
て
い
る

が
、
ふ
だ
い
ま
つ
り
前
に
前
倒

し
し
て
完
成
で
き
な
い
か
。

太
田
建
設
水
産
課
長

答　

業
者
に
は
、
８
月
末
に
は

完
成
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
お

願
い
は
し
て
い
る
が
、
台
風
な

質

疑

○一般質問

　一般質問は、本会議で議員が執行機関で

ある村長などに対し、村政全般に関する、

事務の執行状況、村政の方針などについて

質問し、または報告、説明を求めるものです。

　一般質問は 3 月、6 月、9 月、12 月の定

例会に限り認められています。

■６月定例会−専決処分・質疑

４
会
計
１
条
例
を

村
長
専
決
で
処
分

　
下
表
の
議
案
第
１
号
か
ら
第

５
号
ま
で
の
平
成
29
年
度
の
４

つ
の
会
計
の
補
正
予
算
、
村
税

条
例
の
５
議
案
の
専
決
処
分
案

件
を
全
員
賛
成
で
承
認
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
に
繰
り

越
さ
れ
た
事
業
（
下
表
の
報
告

１
〜
３
）
が
村
か
ら
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
５
㌻
の

と
お
り
で
す
。

◆ ６月定例会で決まった議案 ◆

６月定例会の模様（柾屋村長の行政報告）

議案番号等　 議　　　案　　　等 審議結果

議案第１号
29年度　普代村一般会計補正予算（第９号）の専決処分に関し承認を求めること
　補正額 545 万 2千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 32 億 3808 万 6 千円にしました。国・県などの補助金の収入額の確
定に伴い、関連する歳出の増減と、そのほかは除雪業務委託料 1400 万円の減額など、各事業の実績による減額が主なもの。

承　認�
（全員賛成）

議案第２号
29年度　普代村国民健康保険特別会計補正予算（第５号）の専決処分に関し承認を求めること
　補正額 431 万 2 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 4億 7611 万 6 千円にしました。一般被保険者療養給付費 389 万 2
千円の減額が主なもの。

議案第３号
29年度　普代村簡易水道特別会計補正予算（第６号）の専決処分に関し承認を求めること
　補正額 10 万円を減額し、歳入歳出予算の総額を 1億 5435 万 1 千円にしました。普代簡水布設替測量設計委託料 10 万円
の減額によるもの。

議案第４号 29年度普代村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）の専決処分に関し承認を求めること
　補正額 36 万 8千円を減額し、3122 万 6 千円にしました。保険基盤安定負担金 36 万 8千円の減額によるもの。

議案第５号
普代村村税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求めること
　地方税法等の一部改正に伴い、普代村村税条例の一部を改正しました。村民税の基礎控除の見直しと、固定資産税の軽減、
加熱式たばこが増えたことにより「製造たばこの区分」を設置、たばこ税の 3段階引き上げ、国民健康保険税の緩和など。
施行は平成 30 年 4月 1日。

議案第６号

30年度　普代村一般会計補正予算（第２号）
　補正額8461万5千円を追加し、歳入歳出予算の総額を29億7834万4千円にしました。歳出では、災害後方支援拠点広場（上
区地内）基本設計委託料 250 万円、活力ある中山間地域基盤整備事業 571 万 5千円 ( 和野山の農地整備）。太田名部地区漁業
振興用用地購入費 937 万 4 千円、ふだいまつり開催事業補助金として 200 万円で婦人会のゆかたを購入。そのほか村道補修
工事及び橋梁補修・補強工事に係る工事請負費として 2700 万円、インバウンド教育旅行受入体制構築事業 336 万 6 千円を
増額しました。 可　決�

（全員賛成）
議案第７号

30年度　普代村簡易水道特別会計補正予算（第１号）
　補正額 369 万円を追加し、歳入歳出予算の総額を 9389 万円にしました。落合地区の配水管の修繕、白井簡水の水源のポ
ンプ修繕が主なもの。　

議案第８号 30年度　普代村休養施設事業特別会計補正予算（第１号）
　補正額 18 万円を追加し、歳入歳出予算の総額を 1億 2418 万円にしました。配膳室の冷蔵庫購入費 18 万円を増額。

議案第９号 普代村東日本大震災復興交付金基金条例を廃止する条例の制定
　東日本大震災復興交付金事業の完了並びに基金精算等の事務手続きが完了したことから本条例を廃止するもの。

可　決�
（全員賛成）

報告１ 29年度　普代村一般会計予算繰越明許費繰越計算書
　工事関連事業等 15 件、3億 7486 万 2 千円を 30 年度へ繰り越し。

－報告２ 29年度　普代村一般会計予算事故繰越し繰越計算書
　昨年度（28 年度）からの繰越事業として、道路改良関連の工事費等 6件、3億 9831 万 4 千円を 30 年度へ繰り越し。

報告３ 29年度　普代村簡易水道特別会計予算繰越明許費繰越計算書について
　水道施設関連の工事費 3件、4482 万 2 千円を 30 年度へ繰り越し。

発議案１
「国民の権利と安心・安全をまもる公務・公共サービスの拡充を求める意見書」の提出
　住民の暮らしと命を守るために、国の出先機関の人員体制や予算を充実させ、国家公務員の定員削減計画を中止すること、
地方自治体に国の役割を丸投げする道州制を導入しないことなどを、国に要望するもの。 可　決�

（全員賛成）
発議案２

「臓器移植の環境整備を求める意見書」の提出
　臓器移植を国民にとって安全で身近なものとして定着させるため、臓器移植に係る更なる啓発や、臓器提供施設の整備を
図るための支援を行うことなどを、国に要望するもの。

えんぞー

専
決
処
分
と
は
…
議

会
を
招
集
す
る
時
間

的
余
裕
が
な
い
と

き
、
村
長
が
議
会
に

代
わ
っ
て
議
会
の
権

限
事
項
に
つ
い
て
意

思
決
定
を
行
う
も
の

で
す
。

すっきぃ

６
月
の
定
例
会
で
は

５
人
の
議
員
が
15
項
目
の

質
問
を
し
ま
し
た
。
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防災士の育成
村との協力体制伺う

普代の未来戦略
達成度は

昨
今
、
災
害
は
規
模

が
拡
大
傾
向
に
あ

り
、
毎
年
、
日
本
の
ど
こ
か
で

発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
防
災
士
資
格

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
全

国
で
15
万
１
０
５
８
名
、
岩
手

は
１
８
２
３
名
、
普
代
村
は
０

名
（
５
月
末
現
在
）
と
な
っ
て

い
る
。

　

村
も
、
防
災
士
育
成
に
向
け

５
名
派
遣
、
内
２
名
は
自
主
防

災
会
か
ら
予
定
し
て
い
る
。

　

民
間
派
遣
で
防
災
士
資
格
取

得
後
の
位
置
付
け
、
連
携
、
協

力
体
制
は
い
か
に
お
考
え
か
。

被
害
の
拡
大
防
止
や

被
災
者
支
援
な
ど
を

柾
屋
村
長　

各
行
政

区
に
自
主
防
災
組
織

が
で
き
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に

し
、
地
区
会
長
、
自
主
防
災
会

の
会
長
と
の
相
談
に
よ
り
、
補

佐
役
の
位
置
付
け
で
災
害
発
生

時
に
は
、
公
的
支
援
が
到
達
す

る
ま
で
、
被
害
の
拡
大
防
止
や

被
災
者
支
援
な
ど
エ
リ
ア
で
可

能
な
活
動
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
る
。

今
後
も
自
主
防
災
会

や
各
地
区
か
ら
派
遣

研
修
を
お
考
え
な
の
か
。

柾
屋
村
長　

各
行
政

区
大
小
あ
る
訳
だ

が
、
１
～
３
名
程
度
取
得
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
。

防
災
士
の
充
実
を
図

る
た
め
消
防
団
幹

部
、
各
事
業
所
等
へ
の
働
き
か

け
も
必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

柾
屋
村
長　

現
在
分

団
長
以
上
で
あ
る
も

の
、
並
び
に
あ
っ
た
も
の
、
退

団
者
を
含
め
、
研
修
・
試
験
・

講
習
の
事
項
が
特
例
免
除
さ
れ

る
こ
と
な
ど
、
周
知
を
図
り
増

員
に
努
め
た
い
。

　

大
き
な
事
業
所
な
ど
は
、
各

行
政
区
の
充
実
後
に
お
願
い
し

て
い
く
こ
と
を
肝
要
と
考
え
る
。

資
格
の
取
得
に

助
成
制
度
を

防
災
力
、
自
主
防
災

の
観
点
か
ら
、
防
災

士
取
得
は
村
や
地
域
の
た
め
に

な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
資
格

取
得
に
対
し
助
成
制
度
が
あ
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

一
定
枠
ま
で
は

個
人
負
担
な
し

柾
屋
村
長　

今
年
度

当
初
予
算
で
も
５
名

分
個
人
負
担
な
し
で
対
応
す
る

よ
う
処
置
し
て
い
る
。

　

今
後
そ
の
方
向
で
検
討
、
一

定
枠
、
求
め
ら
れ
る
枠
ま
で
は

継
続
し
て
取
り
組
み
た
い
。

消
防
団
に
関
し
、
現

職
は
消
防
団
が
優
先

さ
れ
る
が
、
幹
部
で
退
職
さ
れ

た
方
々
、
警
察
官
、
消
防
士
の

退
職
後
に
お
い
て
も
対
象
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
方
々
に
も
ご
協

力
い
た
だ
け
る
よ
う
な
制
度
が

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
お
考
え
を
。

柾
屋
村
長　

防
災
士

は
、
村
全
体
あ
る
い

は
地
域
で
の
防
災
・
減
災
・
地

域
防
災
力
の
強
化
に
大
き
な
役

割
を
果
た
す
と
考
え
る
。

　

今
年
の
状
況
を
見
な
が
ら
助

成
制
度
の
規
制
・
要
項
等
、
一

定
の
目
安
等
々
議
論
い
た
だ
い

た
中
で
、
明
確
な
制
度
化
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

活
支
援
を
一
体
に
官
民
共
同
で

よ
り
強
化
す
る
方
向
で
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

要
支
援
者
の
見
回
り
を
一
定

サ
イ
ク
ル
巡
回
す
る
べ
き
と
も

考
え
る
。

三
鉄
の
全
線
開
通
、

駅
前
１
号
線
、
河
津

桜
、
き
ら
う
み
、
駅
舎
改
修
と

ハ
ー
ド
的
に
は
揃
っ
た
が
、
そ

れ
を
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
か
と

い
う
ソ
フ
ト
面
や
村
民
と
の
連

携
が
欠
け
て
い
る
気
が
す
る
。

　

キ
ラ
ウ
ミ
の
産
直
運
営
も
そ

２
０
４
０
年
問
題
と

し
て
、
人
口
構
造
的

に
こ
れ
ま
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
未
来
戦
略
で
あ
る

総
合
戦
略
の
達
成
は
将
来
に
向

け
重
要
と
な
る
。
そ
の
一
部
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

①
観
光
対
策
に
つ
い
て

②
空
き
家
対
策
状
況
に
つ
い
て

③
村
の
考
え
る
高
齢
者
支
援
は

会
社
設
立
な
ど
は
達
成

柾
屋
村
長　

①
会
社

の
設
立
や
観
光
セ
ン

タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
は
達

成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
効
果
と
し
て
は
遅
れ
気
味

で
、
官
民
共
同
、
人
材
育
成
も

そ
の
と
お
り
で
あ
り
苦
戦
を
強

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

②
空
き
家
物
件
は
83
件
と
厳

し
く
感
じ
て
い
る
。
そ
の
内
、

聞
き
取
り
で
貸
家
に
し
て
い
い

件
数
は
35
件
弱
で
あ
る
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
そ
の

仲
介
業
務
に
つ
い
て
、
対
象
者

へ
説
明
会
を
予
定
し
て
い
る
。

　

③
関
係
機
関
と
連
携
し
、
生

の
一
つ
だ
が
、
運
営
す
る
人
が

見
つ
か
っ
た
の
か
伺
う
。

柾
屋
村
長　

そ
れ
ぞ

れ
意
見
が
多
い
中
、

公
共
ス
タ
ン
ス
と
し
て
説
明
責

任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
解

決
と
思
う
。

　

キ
ラ
ウ
ミ
産
直
は
商
工
会

を
通
じ
て
案
内
を
し
た
と

こ
ろ
、
数
件
の
う
ち
１
件

の
方
が
正
式
に
申
し
入
れ

と
な
り
準
備
し
て
い
る
。

２
０
４
０
年
問

題
は
住
民
の
力

も
借
り
な
が
ら
で
な
い
と

厳
し
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

構
想
段
階
か
ら
住
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
る
と
い

う
姿
勢
を
徹
底
し
て
ほ
し

い
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を

職
員
の
仕
事
と
し
て
習
慣

化
で
き
る
方
法
は
な
い

か
。

柾
屋
村
長　

村

民
個
人
的
な
ご

助
言
を
い
た
だ
く
の
は
拒
ん
で

い
な
い
。

　

議
員
も
聞
い
た
ら
教
え
て
ほ

し
い
し
、
村
民
の
皆
さ
ん
も
私

が
嫌
で
あ
れ
ば
課
長
の
方
に
話

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
。

三
セ
ク
の
位
置
付
け
は

村
民
か
ら
ど
う
の
こ

う
の
で
は
な
く
、
そ

う
い
う
聞
く
体
制
を
行
政
が
つ

く
っ
た
ら
い
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

三
セ
ク
会
社
の
位
置
付
け
を

伺
う
。
会
社
は
利
益
を
追
求
す

る
も
の
だ
が
、
三
セ
ク
の
性
質

上
「
公
共
性
」
も
必
要
だ
。
ど

ち
ら
に
重
き
を
置
い
た
経
営
を

し
て
い
る
の
か
。

公
共
性
と
採
算
性
両
立

柾
屋
村
長　

ど
ち
ら

も
大
切
で
、
村
全
体

の
公
共
性
に
期
待
も
す
る
し
、

採
算
性
も
重
要
で
両
立
さ
せ
な

が
ら
長
期
ス
パ
ン
で
考
え
た
い
。

ど
ち
ら
も
と
い
う
の

は
欲
張
り
と
思
う
。

三
セ
ク
会
社
が
で
き
た
と
い
う

住
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト
が
分
か
ら

な
け
れ
ば
地
域
振
興
に
な
ら
な

い
。
公
共
性
が
大
切
だ
。

　

住
民
の
目
に
見
え
る
メ
リ
ッ

ト
を
形
に
し
て
三
沿
道
が
通
っ

た
こ
ろ
は
ス
タ
ン
バ
イ
で
き
る

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

2 年前の平成 28 年 8 月 30 日の台風 10 号による被害。
以降も豪雨災害などが全国各地で起こっています

村、地域での防災力の強化に
―  柾屋村長

苦戦ながらもつなげていく
―  柾屋村長

正
路
正
敏

中
上
一
登

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

「あまちゃん」のロケ地であった三陸鉄道堀内駅を通過する列車

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁質

問

質
問

質
問

答
弁

地域防災地方創生
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結果を報告する
金子総務委員長

議員らで鵜
うの

鳥
とり

神社を参詣

普代小ではつらつ運動会

くろさき荘で東部議長会の総会

県議会復興委が普代を視察

請
願
・
陳
情

　
６
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
２
件
で
し
た
。
総
務
常
任
委
員
会
（
金
子
泰

男
委
員
長
）
で
審
査
し
た
結
果
、
採
択
と
す
る
こ
と
に
決
定
。
本
会
議
で
も
全
員
賛

成
し
、
発
議
案
と
し
て
国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
公
共
サ
ー
ビ
ス

　
拡
充
を
求
め
る

▼
陳
情
人

　

岩
手
県
国
家
公
務
関
連
労
働

組
合
共
闘
会
議　

議
長　

岩
崎

保▼
陳
情
の
内
容

　

国
民
の
権
利
と
安
心
・
安
全

を
ま
も
る
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

　

政
府
は
、
公
務
員
の
削
減
を

す
す
め
、
同
時
に
地
方
出
先
機

関
で
あ
る
法
務
局
の
大
幅
な
廃

止
・
統
合
な
ど
を
実
施
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
国
の
役
割
を
放

棄
す
る
も
の
で
あ
る
。よ
っ
て
、

住
民
の
暮
ら
し
と
命
、
地
域
経

済
の
活
性
化
等
を
図
る
た
め

に
、
人
員
体
制
や
予
算
の
充
実

等
を
求
め
る
も
の
。

▼
採
択
の
理
由

　

全
国
一
律
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
国
の
出
先

機
関
で
あ
る
法
務
局
等
の
必
要

性
を
尊
重
し
、「
採
択
」と
し
た
。

　
臓
器
移
植
の

　
環
境
整
備
を

▼
陳
情
人

　

移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る

会　

理
事　

井
田　

敏
美

▼
陳
情
の
内
容

　

臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を
求

め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情

　

法
改
正
に
よ
り
、
脳
死
下
で

の
臓
器
提
供
者
は
年
々
増
加
し

て
い
る
が
、
臓
器
提
供
数
は
、

必
要
数
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

て
、
理
由
と
し
て
ド
ナ
ー
や
臓

器
提
供
施
設
が
少
な
い
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

臓
器
移
植
を
国
民
に
と
っ
て

安
全
で
身
近
な
も
の
と
し
て
定

着
さ
せ
る
た
め
、
早
急
な
対
策

を
求
め
る
も
の
。

▼
採
択
の
理
由

　

国
民
が
命
の
大
切
さ
を
考
え

る
中
で
、
臓
器
移
植
に
か
か
る

意
思
表
示
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
の
重
要
性
、
更
な
る
啓
発
や

環
境
整
備
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
、「
採
択
」
と
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の陳

情
２
件
を
採
択

　5 月 22 日、鵜鳥神社例大祭が行われ、議員らで

参詣しました。毎年村当局と合同で行っているもの

で、険しい山道を登りたどり着いた卯
う

子
ね

酉
とり

山頂の「奥

宮」で、村の発展などを祈願しました。神楽殿では

国指定重要無形民俗文化財・鵜鳥神楽も奉納されま

した。

　普代小学校（畠山剛校長、児童 105 人）の大運

動会が 5 月 26 日、同校グラウンドで行われました。

議員らも応援に駆け付け、徒競走や応援合戦、綱引

き、神楽など元気はつらつと一生懸命競技する子供

たちの姿を見て、応援しました。

　東部町村議会議長会（中村裕会長）の定期総会

が 5 月 15 日、国民宿舎くろさき荘で行われました。

下閉伊地区 5 町村の正副議長、事務局長 14 人が参

加し、30 年度の事業計画などを協議しました。総

会後は「テレビを活用した高齢者遠隔見守りシステ

ム」について学びました。

　岩手県議会の東日本大震災津波復興特別委員会

（関根敏伸委員長）の委員 11 人が 6 月 8 日、村を

訪れ復興状況について視察しました。

　中村裕議長が出席しあいさつ。普代村漁業協同組

合水産物加工処理施設では同漁協職員の説明を受

け、普代浜園地キラウミの現地を視察しました。

教えて議会のこと！「請
せい

願
がん

」と「陳
ちん

情
じょう

」

議場以外の

　 議会活動

えんぞー
すっきぃ

　請願は、国または県、市町村などの
公共団体に対して、その所管する事項
に関し、一定の措置等の希望を申し出
ることをいいます。村議会に対して請
願しようとするときは、議員の紹介に
より請願書を提出しなければならない
ことになっています。
　陳情は、一定の事項に利害関係があ
る者が、その事項についての実情を訴
えることにより、国または県、市町村

に何らかの措置などを求めることをい
います。陳情は、請願とは異なり、議
員の紹介は必要ありません。
　請願と陳情は、議会事務局で受け付
け、議会運営委員会で、内容により総
務常任委員会または産業経済常任委員
会で審査することになります。その後
本会議で、採択、不採択、継続審査な
どの委員会の審査結果を報告し、採決
を取る流れになっています。

　３月定例会以降、普代小の運動会
や普代中の体育祭、鵜鳥神社の例大
祭、また、会議や視察などが行われ
ました。議場以外の議員の活動など
を一部紹介します。
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議 会 の 動 き事務局
日誌から 4月 24 日〜 7月20日

　本号または過去の「ふだい議会だより」は、村ホームページ（http://www.vill.fudai.iwate.jp/）
から見ることができます。トップページの右下にある 議会だより をクリックしてください。ぜひ、
この機会にウェブサイトもご覧ください。

議会だより

月　日 場　　所 事　　　　　項 出　席　者
4 月 24日 役場 越戸軍一氏紺綬褒章伝達式　 議長

25日 久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員
27日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員
29日 普代中学校校庭ほか 村消防団特別点検 各議員
30日 太田名部市場内 自営定置網舟夫揃のお祝い 議長

5月 8日 くろさき荘 普代村老人クラブ連合会定期総会 議長
15日 東部町村議会議長会定期総会 正副議長
17日 盛岡市 町村議会議員研修会 中上・正路・金子議員
20日 普代中 普代中学校体育祭 各議員

21日 宮古市 道路関係縦軸 2団体合同総会 議長
久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員

22日 鵜鳥神社 鵜鳥神社例大祭 各議員
23日 盛岡市 国道455号・盛岡普代間道路整備促進期成同盟会通常総会 議長
26日 普代小 普代小学校大運動会 各議員

28日 東京都 町村議会議長・副議長研修会 正副議長
田野畑村 国道 45号萩牛北地区道路工事安全祈願祭 野場産業経済常任委員長

29日 東京都 鈴木俊一大臣への要望 正副議長
盛岡市 県土整備部関係団体合同総会 野場産業経済常任委員長

30日 役場 議会全員協議会 各議員
くろさき荘 越戸軍一氏紺綬褒章受章祝賀会 各議員

31日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員
6月 1日 青森県八戸市 八戸・久慈自動車道建設促進期成同盟会定例総会 野場産業経済常任委員長

2日 盛岡市 東北絆まつり 2018 盛岡 副議長
8日 村漁協加工施設ほか 岩手県議会東日本大震災津波復興特別委員会現地調査 議長
9日 宮古市 三陸連携フォーラム「三陸沿岸道路と魅力あるまちづくり」 議長
10日 久慈市 平庭闘牛大会つつじ場所 副議長

11日 宮古市 三陸北縦貫道路整備促進期成同盟会総会及び三陸
国道事務所への要望会 議長

13日 役場 議会運営委員会 各委員
18日 宮古市 宮古室蘭航路開設記念祝賀会 議長
19日 役場 村議会第 3回定例会 各議員

25日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合議会　議会運営等
に関する協議・同議会 6月臨時会 熊谷議員

27日 久慈市 岩手銀行会社説明会サマー・ミーティング 副議長

28日 役場 議会広報常任委員会 各委員
久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員

29日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員
7月 2日 くろさき荘 大上一弘氏藍綬褒章受章祝賀会 副議長
3～ 5日 三重県ほか 議員行政視察研修 各議員

10～ 11日 軽米町 県町村議会議長会第 1回定例理事会、第 1回政務
調査会並びに政務調査会研修会 議長

12日 久慈市 次期総合計画（素案）に係る地域説明会 副議長

16日 太田名部
普代浜園地キラウミ安全祈願 議長
旧太田名部公民館解体清祓い、太田名部地域活動
拠点施設新宅祭、太田名部港まつり祝賀会 正副議長

18日 役場ほか 矢巾町行政視察研修 各議員

20日 盛岡市 国道281号整備促進期成同盟会総会及び岩手県への要望会 議長
久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員

げんき！いだふ の

一般質問その後… 村はどう対応したのか！
平成30年３月定例会・予算委員会質問から

質　問

現　在

答　弁

「浜の産直きらうみ」今後の見通しは

７月８日、オープンしました！

キラウミ公園の産直施設は昨年2名で営業していたが、今後の見通しはどうなのか。

改修をしてスペースを有効活用し、観光シーズンに間に合うようにしたい。

　「浜の産直きらうみ」は、7月 8日にオープン。

今シーズンの営業を開始しました。村商工会を

通じての募集で、「海進丸水産」（合砂ルリ子代

表）が運営。産直の販売スペースには村の海産

物などの特産品が並べられています。

　3 連休最終日の 7 月 16 日には、天候にも恵

まれ村内の人や青森県八戸市から訪れた人など

が立ち寄っていました。

施設を改修し、スペースを活用

笑顔あふれる村づくりを !!
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ふだい議会だよりは

スマートフォンでも

ご覧になれます。

未来予想図   Fudai
Ｖ Ｏ Ｉ Ｃ Ｅ

人がフレンドリー
中村 駿

はや

人
と

さん（24）

　普代はとても人が温かいと感じます。来

て半年ぐらいですが、皆さん声をかけてく

ださったり、野菜や手作りのおもちゃをい

ただいたり、自分の孫のように接してくだ

さいます。また、普代の商店には元気な方

が多く、会うと元気をいただきます。

　私が生まれた宮城県女川町は、海水浴場が

遠いところにあり車で何分もかかりますが、

普代は近くに素敵な海がありますね。将来 

は人が減っても、この人のつながり・温かさ

のある村であってほしいと思います

　

２
年
前
の
台
風
被
害
に
よ
る
羅

賀
橋
復
旧
は
ま
だ
継
続
中
で
す
。

今
月（
７
月
）の
西
日
本
豪
雨
災
害

も
広
範
囲
で
あ
り
大
変
な
被
害
状

況
で
す
。
被
災
者
の
皆
様
に
は
言

葉
の
か
け
よ
う
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

あ
る
河
川
の
専
門
家
に
よ
る

と
、
平
成
27
年
の
鬼
怒
川
堤
防
決

壊
被
害
以
前
か
ら
、
ダ
ム
整
備
よ

り
堤
防
強
化
の
必
要
性
を
訴
え
て

い
ま
し
た
が
、
政
府
は
ダ
ム
を
優

先
し
堤
防
強
化
に
動
か
な
か
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
イ
ン

フ
ラ
整
備
強
化
と
聞
く
耳
は
大
事

で
す
ね
。�

（
中
上
一
登
）

　

西
日
本
を
中
心
に
、
広
い
範
囲

で
記
録
的
な
大
雨
が
降
り
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
温
暖
化

が
進
む
中
、
全
国
各
地
で
災
害
発

生
が
増
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
７
月
13
日
の
岩
手
日
報
論
説

に
「
豪
雨
避
難
、
常
に
心
構
え
を

欠
か
さ
ず
」
と
あ
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
ご
覧
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
災
害
に
備
え
る
た
め
、家
族
・

地
域
・
行
政
で
読
み
直
し
て
く
だ

さ
い
。�

（
森
田
幸
一
）

あ
と
が
き

村づくりの方向性が決まる議会の傍聴を、ぜひ！

　村議会定例会は、３月、６月、９月、12 月の

年４回、役場 3 階の議会議場で開かれます。議員

は議場でどんな発言をしているのか、また、どん

な村づくりを考えているのか、今後の村の方向性

を直接聞くことができる機会です。ぜひ、お越し

ください。

　また、役場 1 階にある村民ホールのテレビでも

議会中継を見ることができますので、お気軽にど

うぞ。

　６月定例会の傍聴者は１人でした。

問＝議会事務局（☎35−2118）

次回は９月中旬を予定
議会の傍聴、お待ちしています�

議会にお出
い

でください。

今回の「議会だより」は、いかがでしたか。皆さんの声をお待ちしています。一緒に考えよう　この村のカタチ。

人の温かさ感じます
鬼
おに

束
つか

 恵理香さん（36）

　釣りとバレーボールが好きで、キラウミの

辺りにはよく行きます。景色がよくBBQ（バー

ベキュー）ができていいけど、キャンプがで

きなかったり、シャワーを浴びるにも橋がな

いし、残念なところもあります。

　将来は、子供が遊べる場所が増えればいい

ですね。知人に遊べる場所がないか聞かれま

したが、答えられませんでした。あと、住む

ところが少ないので、そこもお願いします。

　お勧めの場所は、私がホウレンソウを作っ

ているハウスですかね（笑い）


